
 

 

政策会議付議事案書（令和７年５月１２日） 

提案課名 広報広聴課 

報告者名 遠崎 将一 

事案名  秦野駅ホーム列車接近案内放送の楽曲使用に係る協議について 

    有 

資料 

    無 

目
的
・
必
要
性 

秦野駅ホーム列車接近案内放送の楽曲（以下「駅メロ」という。）に、「ＬＵＮ

Ａ ＳＥＡ」の楽曲使用を実現することなどについて、署名活動を実施してきた

「小田急秦野駅発車メロディーＬＵＮＡ ＳＥＡ楽曲化計画実行委員会」（以下

「実行委員会」という。）から署名及び要望書が提出されました。 

これを受け、駅メロの実現に向けて、小田急電鉄株式会社（以下「小田急」とい

う。）及びＬＵＮＡ ＳＥＡ事務所（株式会社ＬＵＮＡ ＳＥＡ）との協議を開始

するものです。 

経
過
・
検
討
結
果 

１ 経過 

(1)  令和６年１０月 

地元有志により実行委員会が設立され、「小田急秦野駅発車メロディーＬＵ

ＮＡ ＳＥＡ楽曲化計画」を実現することについて、市へ要望することなどを

目的に、市内イベントやＬＵＮＡ ＳＥＡのライブ会場、インターネット上で

署名活動を実施 

(2)  令和７年４月１７日 

実行委員会が署名１６，０７３筆（うち県内在住３，１７３筆、市内在住 

６，６４９筆）及び関係機関との連携強化を要望することなどを旨とする別紙

要望書を市に提出 

２ 検討結果 

  本市では、市民の署名活動が開始されたことを受け、小田急側が駅メロ切り替 

えに協力する条件について確認したところ、①「街の総意であること」、②「街

の活性化につながること」という見解が示されました。 

この条件の一つである「街の総意であること」については、市内在住の署名数

が本市の人口の４％である６，４００筆を超過したことから、県内他市等の事例

を参考に、地元の機運が着実に高まり、一定の賛同を得たものと判断しました。 

また、「街の活性化につながること」については、駅メロを活用したイベント 

や周遊ルートなどを実施することで、中長期的な駅周辺のにぎわいづくりにつな

がると判断し、関係機関と協議を進めていきます。 

決
定
等
を
要
す
る
事
項 

駅メロに「ＬＵＮＡ ＳＥＡ」の楽曲が使用されることを目指し、本市と小田急 

及びＬＵＮＡ ＳＥＡ事務所と協議を進め、別紙協定書（案）のとおり協定を締結

すること。 

 議題２ 
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今
後
の
取
扱
い 

令和７年 ５月中旬 小田急電鉄株式会社及び株式会社ＬＵＮＡ ＳＥＡへ 

協議書の提出 

５月下旬 楽曲選定アンケートの実施 

     ６月中旬 協議書への回答を受領 

６月下旬 協定書の締結及び報道発表（市制施行７０周年記念事業とし 

て駅メロ切り替え事業に着手） 

          音源制作開始 

     ７月上旬 切り替え工事着工 

     ７月中旬 音源の提出 

    １０月中旬 列車接近案内放送の公開（セレモニーを予定） 

 

 

2



 

小田急小田原線秦野駅ホーム列車接近案内放送への 

ＬＵＮＡ ＳＥＡ楽曲使用に係る協議について 

 

１ ＬＵＮＡ ＳＥＡについて 

メンバーの５名中４名が本市出身で、全国に抱える数多くのファンのみな

らず、本市の市民にも愛される、地元が誇る人気ロックバンドです。 

中でも、ドラマーの真矢さんには、令和５年（２０２３年）５月に「はだ

のふるさと大使」に就任していただき、本市最大の観光イベント「秦野たば

こ祭」や、それに次ぐ規模の「秦野市市民の日」、市制施行７０周年を記念

して開催した「全国削ろう会秦野大会」に出演していただいたほか、地域の

祭りにも自主的に参加していただくなど、街のＰＲ及び地域の活性化に多大

なる御尽力を賜っております。 

 

２ 経緯 

  令和６年１０月  「小田急秦野駅発車メロディーLUNA SEA 楽曲化計画

実行委員会」設立 

           市制施行７０周年の記念として同計画を実現すること

について市へ要望すること、及び地元の機運を醸成す

ること等を目的に署名活動開始（全国削ろう会秦野大

会、消防出初式、はたちのつどい、公民館まつり等の

市内イベント、ライブ会場、インターネット) 

  令和７年４月１７日 実行委員会から署名１６，０７３筆（うち、県内在

住３，１７３筆、市内在住６，６４９筆）及び要望書

を市が受領 

 

３ 今後の予定 

      ５月１２日 政策会議付議 

駅メロに「ＬＵＮＡ ＳＥＡ」の楽曲が使用される

ことを目指し、本市と小田急電鉄株式会社及びＬＵ

ＮＡ ＳＥＡ事務所と協議を進め、別紙協定書（案）

のとおり協定を締結すること。 

５月中旬  小田急電鉄株式会社及び株式会社ＬＵＮＡ ＳＥＡ 

へ協議書の提出 

 資料１ 
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      ５月下旬  楽曲選定アンケートの実施 

      ６月中旬  協議書への回答を受領 

 ６月下旬  協定書の締結及び報道発表（市制施行７０周年記念 

事業として駅メロ切り替え事業に着手） 

            音源制作開始 

      ７月上旬  切り替え工事着工 

７月中旬  音源の提出 

     １０月中旬  列車接近案内放送の公開（セレモニーを予定） 

 

４ 他市の事例 

ＪＲ東海道線の茅ヶ崎駅では、茅ヶ崎ゆかりのロックバンドであるサザン

オールスターズの楽曲「希望の轍」が、平成２６年１０月１日から駅メロと

して放送開始。茅ヶ崎商工会議所が約１万人（人口比４％）を超える署名を

集めて実現 

 

５ 想定される費用の負担者 

 (1) 株式会社ＬＵＮＡ ＳＥＡ 

  ア 列車接近案内放送切り替え工事    約５００万円 

  イ 楽曲使用に係る著作権料（初年度）  ３万３，０００円（年間） 

  ウ 楽曲製作費             金額未定 

 (2) 本市 

   楽曲使用に係る著作権料（次年度以降） ３万３，０００円（年間） 

 (3) 小田急電鉄株式会社 

   列車接近案内放送設備の維持管理費   金額不明 

 

６ 楽曲選定アンケートの実施 

 (1) 実施主体 

   本市 

 (2) 実施方法 

   e-kanagawa 電子申請システムでのアンケートフォームを市公式ＳＮＳ

アカウントで周知 

（3）時期 

   ５月～６月 
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 (4) 集計 

   本市が実施するアンケート結果は、実行委員会が実施したインターネッ

ト上での署名活動に付随するアンケートと集計したうえ、上り線、下り線

用に２曲を選定 

 

７ 渋沢駅ＺＡＲＤ駅メロに係る経過について（参考） 

平成２５年１１月１９日 市制施行６０周年記念事業市民企画検討委員会

から、記念事業に関する報告書の中で｢ＺＡＲ

Ｄの楽曲を渋沢駅の駅メロに！｣が提案される 

平成２６年７月２３日  渋沢駅周辺活性化協議会から、駅メロ実現に向

けての要望を市が受領 

平成２６年７月２８日  市制施行６０周年記念事業として位置付け 

平成２６年１０月１７日 渋沢駅ホーム列車接近案内放送におけるＺＡＲ

Ｄの楽曲の使用に係る協定について、小田急電

鉄と締結 

平成２６年１２月２３日 渋沢駅ＺＡＲＤ駅メロがスタート 

記念式典、駅メロスタート記念ピンバッジの配

布、駅メロ記念プレートの設置 
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小田急小田原線秦野駅ホーム列車接近案内放送へのＬＵＮＡ　ＳＥＡ楽曲使用に関するスケジュール（案）
秦野市政策部広報広聴課作成

月
時期 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬

秦野市

小田急

LUNA SEA

１０月

音源制作

■関係機関との協議

３者協議・協定締結

■秦野市

■小田急電鉄株式会社

■株式会社ＬＵＮＡ　ＳＥＡ

政策決定、楽曲選定アンケート

工事発注・契約等

業務スケジュール
４月 ５月 ６月 ７月

署名・要望

書の受領
政策会議

協議書の提出

（秦野市⇒小田急・LUNA SEA）

事前協議

事前協議
協議書への回答

（小田急⇒秦野市）

協議書への回答

（秦野市⇒LUNA SEA）

協定書締結

報道発表

事前調整等 工事施工

音源制作

音源提出

駅
メ
ロ
開
始

アンケート実施期間
政策会議

事案提出

事前協議

資料３
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